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 １学年相当150人、２学年相当15人（いずれも男女問わず）
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27% 19%

学 校 評 価  生徒：授業理解度82.4％、授業満足度85.9％、入学満足度 81.7％ 保護者入学満足度 94.8％

キャリア教育を重視し、１年次から３年次まで毎年体験学習を行う。

進

路

12%

主 な 部 活 動
卓球部、男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部、柔道部、剣道部 全国大会出場
 卓球女子団体３位・男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙベスト８
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特 徴
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今年度27年度
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65
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66

四年制
大 学

2%
専 門
学 校

70

平成29年度　都立学校・学校経営シート

実績

「誰でもいつでも学べる学校」、「自分にチャレンジする学校」、「地域に支えられ育てられる学校」

都 立 大 江 戸 高 等 学 校

135-0015

教育課程の
特 徴

　三部制・単位制、三学期制、　「情報・ビジネス系列」「伝統・文化系列」
「生活・福祉系列」を設置し、100講座を超える自由選択科目を用意。

短 期
大 学

その他

ＪＲ総武線「錦糸町」下車 都バス東陽町行（約10分）千田下車

江東区千石三丁目２番１１号

「都立高等学校等への特別支援教育
心理士巡回相談事業」実施校 女子・ブレザー（グレー）

制服

定時制課程

東京メトロ東西線「東陽町」下車　徒歩13分

http://oedo-h.metro.tokyo.jp/

男子・ブレザー（グレー）

2,406万

ア ク セ ス

校

章 個々のチャレンジを最大限に生かして育てます

電話
番号

03-5606-9500所 在 地

基

本

情

報

在 籍
生 徒 数

東京メトロ半蔵門線・都営新宿線「住吉」下車　徒歩13分

目

標

①

今年度の重点目標

学 科 　総合学科

　510人（男子213人・女子297人）

目 指 す 学 校

校 服

ホームページ
自律経営推進予算
29年度(単位：万円)

そ の 他

主体的学習へ向けた指導の充実

目

標

②

数

値

目

標

今年度の数値目標の内容

目

標

③

基本的生活習慣の確立と規範意識の育成

目標③

目標①
目標② 進路決定率（％） 74

70
86

部活動加入率（％） 6758

① 土曜講習（かもめ塾）、授業TT、平日補講、長期休業を利用した補習な
ど、組織的・計画的な指導体制を確立し、学力差に応じた学力向上を図る。
② アクティブラーニングやICTを活用した学習指導等を実施するとともに、授
業力向上のための校内外の研修を充実させる。
③ 学習到達度や学習経過の適切な評価と生徒の学習意欲の向上。

8577
目標 実績

社会性の育成を含めたキャリア教育の充実

① 全教員が授業規律の確保・維持に努め、挨拶の励行と時間厳守意識を
醸成する。
② 全教職員の共通理解による、遅刻防止・頭髪・服装等の生活指導及び社
会・学校生活を送る上でのルールやマナーの厳守とSNSルールの徹底。
③ 教育支援委員会を中心に支援が必要な生徒への生活指導の充実。

8280
90

目標目標
8580
85

目標

主な学校行事

31年度

体育祭（６月）、文化祭（11月）、修学旅行（１月）

26年度

85
実績

単位履修率（％）〔＝履修単位／登録単位〕

基

本

情

報

入試の特徴：調査書不要、学科試験なし、志願申告書・作文・面接

① チャレンジ指定科目の指導内容・指導方法を検討・改善するとともに、保
護者等への情報提供を適切に行い理解、協力を求める。
② ハローワーク、サポートステーション等の地域機関と連携を深め、進路指
導を充実させる。
③ 特別な支援を必要とする生徒への進路指導の充実。

80
74

30年度

70

今年度の取組と自己評価
・土曜講習（大学進学希望者対象のかもめ塾）を年間56時間（土曜23回）実施した。
・大学院生などの外部人材を活用した学習支援を「わかる数学」を中心に行った。
・評価法を5段階から10段階に変更し、生徒の学習到達度をより細かく評価した。
・生徒の進路希望や適性にあった教育課程に改訂した。
・生徒の年間図書貸出冊数が2366冊になった。校内で書評合戦を行い、都大会へ１名出場した。
・JETは進路指導や学校行事、部活動等幅広く生徒と関わった。

・１年次は学力テストを年２回から３回実施へと増やし、学習到達度をきめ細かく測定した。チャレンジ指定科目の指
導内容を見直し、３年次の体験学習（福祉施設体験）を来年度は実施せず、進路活動に重点を置くこととした。
・就職希望者に対し、ハローワークと連携し生徒の希望・適性を尊重した指導を行った。就職決定率は100％である。
検定の合格者が昨年度から増加した。29年度148件･204単位
・外部人材を活用した奨学金説明会を２回（５月・３月）実施した。給付型奨学金などの最新の情報を提供した。
・指定校を中心に卒業生の進学先を訪問し、大学の入試情報を収集した。

・時間を守ることや挨拶を励行し授業規律の確保・維持に努めた。
・ＳＮＳルールについて、１年次の授業の中でグループ活動を通して議論し発表を行うなど、ネットトラブルを未然に
防止する取り組みを実施した。
・ＹＳＷ、ＳＳＷ、ＳＣ、ＦＡ等と連携し、中退や不登校の未然防止を図った。
・定期的にゴミ分別チェックを実施し、体育祭や文化祭ではゴミ分別の指導や委員会生徒の活動を取りいれ清掃や
美化の意識を高めた。

28年度 32年度

http://oedo-h.metro.tokyo.jp/

